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クォータレポートと UNIX クライアントで表示され
るスペース使用量の相違

クォータレポートと UNIX クライアントの概要に表示されるス
ペース使用量の相違

FlexVol または qtree のクォータレポートに表示される使用済みディスクスペースの値
が、 UNIX クライアントに表示される同じボリュームまたは qtree の使用済みスペース
の値と異なる場合があります。使用量の値が異なる理由は、クォータレポートと UNIX

コマンドがそれぞれ異なる方法でボリュームまたは qtree 内のデータブロックを計算す
るためです。

たとえば、空のデータブロック（データが書き込まれていないブロック）のあるファイルがボリュームに含ま
れている場合、ボリュームのクォータレポートでは、スペース使用量のレポート作成時に空のデータブロック
はカウントされません。ただし、ボリュームがUNIXクライアントにマウントされている場合は、ファイルが

の出力として表示されます ls コマンドを実行すると、空のデータブロックもスペース使用量に含まれます。

したがって、 ls コマンドを実行すると、クォータレポートに表示されるスペース使用量よりも大きなファイ
ルサイズが表示されます。

同様に、クォータレポートに表示されるスペース使用量の値は、などのUNIXコマンドの結果として表示され

る値と異なる場合があります df および du。

クォータレポートのディスクスペースとファイル使用量の表示

FlexVol または qtree のクォータレポートに指定される使用済みファイル数とディスクスペース容量は、ボリ
ュームまたは qtree 内のすべての inode に対応する使用済みデータブロックの数によって決まります。

ブロック数には、通常のファイルとストリームファイルで使用される直接ブロックと間接ブロックの両方が含
まれます。ディレクトリ、アクセス制御リスト（ ACL ）、ストリームディレクトリ、およびメタファイルに
よって使用されるブロックは、クォータレポートの使用済みブロック数には含められません。UNIX のスパー
スファイルの場合、空のデータブロックはクォータレポートに含まれません。

クォータサブシステムは、ユーザが制御可能なファイルシステムの要素だけを考慮し、含めるように設計され
ています。ディレクトリ、ACL、およびSnapshotスペースは、いずれもクォータ計算から除外されるスペー
スの例です。クォータは、保証ではなく制限の適用に使用され、アクティブなファイルシステム上でのみ動作
します。クォータ計算では、特定のファイルシステム構成はカウントされず、ストレージ効率（圧縮や重複排
除など）も考慮されません。

ls コマンドによるスペース使用量の表示

を使用する場合 ls コマンドを使用して、UNIXクライアントにマウントされたFlexVol

ボリュームの内容を表示する場合、出力に表示されるファイルサイズは、ファイルのデ
ータブロックのタイプに応じて、そのボリュームのクォータレポートに表示されるスペ
ース使用量よりも増減することがあります。

の出力 ls コマンドを実行すると、ファイルのサイズのみが表示され、ファイルで使用される間接ブロックは
表示されません。ファイルの空ブロックも、コマンドの出力に含まれます。
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したがって、ファイルに空のブロックがない場合は、に表示されるサイズです ls クォータレポートには間接
ブロックが含まれるため、コマンドのディスク使用量がクォータレポートで指定されたディスク使用量より少

なくなることがあります。逆に、ファイルに空のブロックがある場合は、に表示されるサイズです ls コマン
ドは、クォータレポートで指定されたディスク使用量よりも多くなることがあります。

の出力 ls コマンドを実行すると、ファイルのサイズのみが表示され、ファイルで使用される間接ブロックは
表示されません。ファイルの空ブロックも、コマンドの出力に含まれます。

lsコマンドとクォータレポートにおけるスペース使用量の違いの例

次のクォータレポートには、 qtree q1 の制限が 10MB であると表示されています。

                                      ----Disk----  ----Files-----   Quota

  Volume   Tree      Type    ID        Used  Limit    Used   Limit

Specifier

  -------  --------  ------  -------  -----  -----  ------  ------

---------

  vol1     q1          tree    user1   10MB  10MB        1       -   q1

...

UNIXクライアントからを使用して表示した場合、同じqtree内のファイルのサイズがクォータ制限を超えるこ

とがあります ls 次の例に示すように、コマンドを実行します。

[user1@lin-sys1 q1]$ ls -lh

-rwxr-xr-x  1 user1 nfsuser  **27M** Apr 09  2013 file1

df コマンドによるファイルサイズの表示

での方法 df コマンドでは、スペース使用量は、qtreeを含むボリュームでクォータが有
効になっているか無効になっているか、qtree内のクォータ使用量が追跡されているかと
いう2つの条件によって報告されます。

qtreeを含むボリュームでクォータが有効になっている場合、およびqtree内のクォータ使用量が追跡される

と、によって報告されるスペース使用量が追跡されます df コマンドは、クォータレポートで指定された値に
等しくなります。この場合、クォータ使用量では、ディレクトリ、 ACL 、ストリームディレクトリ、および
メタファイルによって使用されるブロックが除外されます。

ボリュームでクォータが有効になっていない場合、または qtree にクォータルールが設定されていない場合、
報告されるスペース使用量には、ボリューム内の他の qtree を含むボリューム全体のディレクトリ、 ACL 、
ストリームディレクトリ、およびメタファイルによって使用されるブロックが含まれます。この場合、によっ

て報告されるスペース使用量 df コマンドがクォータを追跡するときに報告される想定値を超えています。

を実行すると df コマンドを実行すると、クォータ使用量が追跡されるqtreeのマウントポイントから、クォー
タレポートの値と同じスペース使用量が表示されます。ほとんどの場合、ツリークォータルールにディスクの

ハードリミットが設定されている場合、によって報告される合計サイズ df コマンドはディスク制限に等し
く、使用可能なスペースはクォータのディスク制限とクォータ使用量の差に等しくなります。
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ただし、で報告される使用可能なスペースが表示される場合もあります df コマンドは、ボリューム全体で使
用可能なスペースと同じになる場合があります。この状況は、 qtree にハードディスク制限が設定されていな
い場合に発生することがあります。ONTAP 9.9.1以降では、ボリューム全体で使用可能なスペースが残りのツ
リークォータスペースよりも少ない場合にも発生することがあります。これらのいずれかの状況が発生した場

合、によって報告される合計サイズ df コマンドは、qtree内で使用されているクォータにFlexVol ボリューム
で使用可能なスペースを加えたものです。

合計サイズは、 qtree ディスクの制限サイズでもボリュームの設定サイズでもありません。ま
た、他の qtree 内の書き込みアクティビティや、バックグラウンドのストレージ効率化アクテ
ィビティによっても異なります。

で使用されているスペース使用量の例 df コマンドとクォータレポート

次のクォータレポートには、 qtree Alice の場合はディスク制限が 1 GB 、 qtree bob の場合は 2 GB 、 qtree

Project1 の場合は制限がないことが示されています。

C1_vsim1::> quota report -vserver vs0

Vserver: vs0

                                    ----Disk----  ----Files-----   Quota

Volume   Tree      Type    ID        Used  Limit    Used   Limit

Specifier

-------  --------  ------  -------  -----  -----  ------  ------

---------

vol2     alice     tree    1

                                  502.0MB    1GB       2       -   alice

vol2     bob       tree    2

                                   1003MB    2GB       2       -   bob

vol2     project1  tree    3

                                  200.8MB      -       2       -

project1

vol2               tree    *           0B      -       0       -   *

4 entries were displayed.

次の例は、の出力です df qtreeに対するコマンドAliceとBobは、クォータレポートと同じ使用済みスペース、
およびディスク制限と同じ合計サイズ（1Mブロック単位）を報告します。これは、 alice と bob の qtree のク
ォータルールにディスク制限が定義されており、ボリュームの使用可能スペース（ 1211MB ）が qtree alice

（ 523MB ）と qtree bob （ 1045MB ）のツリークォータスペースよりも大きいためです。

linux-client1 [~]$ df -m /mnt/vol2/alice

Filesystem          1M-blocks  Used Available Use% Mounted on

172.21.76.153:/vol2      1024   502       523  50% /mnt/vol2

linux-client1 [~]$ df -m /mnt/vol2/bob

Filesystem          1M-blocks  Used Available Use% Mounted on

172.21.76.153:/vol2      2048  1004      1045  50% /mnt/vol2

次の例は、の出力です df qtree Project1に対するコマンドでは、クォータレポートと同じ使用済みスペースが
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報告されますが、合計サイズは、ボリューム全体の使用可能スペース（1211MB）をqtree Project1（201MB

）のクォータ使用量に加算して合計1412MBになります。これは、 qtree Project1 のクォータルールにディス
クの制限がないためです。

linux-client1 [~]$ df -m /mnt/vol2/project1

Filesystem          1M-blocks  Used Available Use% Mounted on

172.21.76.153:/vol2      1412   201      1211  15% /mnt/vol2

次に、の出力例を示します df ボリューム全体に対してコマンドを実行すると、Project1と同じ
使用可能スペースが報告されます。

linux-client1 [~]$ df -m /mnt/vol2

Filesystem          1M-blocks  Used Available Use% Mounted on

172.21.76.153:/vol2      2919  1709      1211  59% /mnt/vol2

du コマンドによるスペース使用量の表示

を実行すると du UNIXクライアントにマウントされたqtreeまたはFlexVol ボリュームの
ディスクスペース使用量を確認するコマンドでは、使用量の値は、qtreeまたはボリュー
ムのクォータレポートに表示される値よりも大きくなることがあります。

の出力 du コマンドには、コマンドが発行されたディレクトリレベルから始まるディレクトリツリー内のすべ

てのファイルの合計スペース使用量が含まれます。これは、によって表示される使用量の値です du コマンド
にはディレクトリのデータブロックも含まれ、クォータレポートに表示される値よりも大きくなります。

duコマンドとクォータレポートにおけるスペース使用量の違いの例

次のクォータレポートには、 qtree q1 の制限が 10MB であると表示されています。

                                      ----Disk----  ----Files-----   Quota

  Volume   Tree      Type    ID        Used  Limit    Used   Limit

Specifier

  -------  --------  ------  -------  -----  -----  ------  ------

---------

  vol1     q1          tree    user1   10MB   10MB       1       -   q1

...

次の例では、の出力としてのディスクスペース使用量を示しています du クォータ制限を超える大きい値が表
示されます。

[user1@lin-sys1 q1]$ du -sh

**11M**     q1
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